
青
年
結
肚
殊
に
シ
ヨ
ン
會
起
原
の
説

（
下
）長

士ヨ箭

吉

　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
次
に
私
は
シ
ヨ
ン
會
剋
源
に
就
い
て
、
そ
の
歴
史
的
環
境
的
な
る
重
態
と
、
思
想
の
傳
統
に
於
け
る
状
態
と
に
關
し

て
大
略
四
個
の
要
件
を
認
め
、
之
が
前
述
の
如
き
青
年
結
肚
の
心
理
に
於
け
る
、
樺
威
の
否
定
に
因
る
分
離
背
反
の
傾

向
み
漿
難
事
か
る
る
奮
驚
の
愚
の
儒
と
に
、
姦
し
來
・
…
ろ
を
黎
せ
ん
と
思
ふ
．
働

　
（
其
一
）
は
十
九
世
紀
後
軍
に
於
け
る
佛
蘭
西
の
、
政
治
的
澱
會
的
不
安
定
、
殊
に
之
に
由
て
誘
起
さ
れ
、
或
は
之
を

謹
明
し
て
表
現
さ
る
＼
と
こ
ろ
の
、
瀧
義
的
不
安
定
の
存
在
で
あ
る
。
今
少
時
之
等
に
倒
す
る
主
た
る
事
件
を
顧
み
る

に
、
一
入
七
七
年
に
は
國
旗
問
題
事
件
よ
り
延
て
、
左
右
爾
窯
の
孚
が
過
激
な
り
し
総
選
暴
の
波
瀾
が
あ
る
。
以
後
内

閣
の
更
迭
多
く
、
中
間
政
窯
の
現
出
些
々
こ
の
事
情
に
波
瀾
を
與
へ
る
Q
而
か
も
こ
れ
と
表
裏
と
な
っ
て
前
後
に
亘
る

激
育
制
度
上
の
異
論
匿
々
た
る
は
、
信
仰
と
道
義
と
の
動
揺
釜
々
甚
し
き
も
の
が
あ
る
。
一
八
八
六
年
以
來
の
ブ
ウ
ラ

ン
ジ
エ
運
動
の
紛
糾
天
下
を
騒
然
た
ら
し
む
る
に
、
加
ふ
る
に
果
し
て
一
入
導
入
年
に
は
パ
ナ
マ
漕
職
事
件
あ
っ
て
、

人
心
を
萎
凝
せ
し
め
、
議
論
鷺
然
た
る
に
、
一
入
九
四
年
に
於
て
カ
ル
ノ
ォ
大
統
領
が
無
政
府
主
義
者
と
思
は
る
、
者

　
　
　
　
青
年
結
証
殊
に
シ
ヨ
ン
曾
起
原
の
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
玉
　
第
二
號
　
　
三
一
九



　
　
　
　
青
年
結
細
蟹
に
シ
ヨ
ン
掌
記
」
原
の
一
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
筑
〃
ご
號
　
　
三
ご
○

に
暗
殺
さ
れ
、
綾
出
す
る
に
ド
レ
エ
フ
ユ
ス
大
尉
事
件
あ
っ
て
、
更
に
混
翫
し
、
勢
働
問
題
は
績
出
し
、
サ
ン
デ
ィ
カ

ソ
ス
ム
は
流
行
し
、
元
來
佛
蘭
西
の
ユ
ト
ピ
ァ
的
暴
挙
主
義
は
、
科
學
的
富
商
主
義
を
轄
向
せ
ん
と
し
、
正
に
上
下
を

あ
げ
て
動
揺
す
る
の
槻
が
あ
る
。
こ
の
状
態
は
實
に
何
物
か
の
反
動
、
・
i
恰
も
そ
れ
は
新
爾
古
叢
論
文
藝
の
生
れ
た

り
し
に
似
た
る
も
の
を
生
す
べ
き
、
理
由
を
託
つ
の
で
あ
る
Q
私
の
見
る
庭
に
於
て
は
、
ジ
ヨ
ル
ヂ
・
ウ
エ
ー
ル
は
そ

の
著
書
（
註
一
）
中
に
こ
れ
を
詳
か
に
し
て
居
ら
ぬ
が
、
近
世
佛
蘭
西
の
覆
工
蓮
動
と
繕
す
べ
き
も
の
の
中
に
は
、
多
量
に

こ
の
反
動
に
因
り
て
生
じ
だ
り
し
も
の
を
包
含
し
て
居
る
。
結
局
シ
ヨ
ン
會
起
源
も
、
こ
の
中
に
於
て
考
へ
ら
る
べ
き

も
の
に
厨
す
る
の
で
あ
る
。

注
園
丁
ふ
べ
か
ら
ざ
・
も
霞
・
の
状
態
の
中
に
於
て
、
警
急
義
の
獲
の
あ
・
事
で
あ
・
。
難
に
鵡

け
る
デ
ュ
ソ
ン
グ
の
反
猫
太
字
、
こ
と
に
そ
の
民
族
的
反
猶
太
主
義
と
写
せ
ら
る
、
も
の
（
註
二
）
の
影
響
が
顯
箸
な
る
、

エ
ド
ア
ル
・
ド
ヲ
ユ
モ
ン
の
「
三
太
化
ぜ
る
佛
蘭
西
」
（
註
三
）
が
公
に
さ
れ
た
の
は
、
一
入
入
一
年
で
、
こ
の
流
れ
に
在
る

反
猶
太
運
動
が
1
3
レ
エ
フ
ユ
ス
事
件
前
後
に
、
殊
に
軍
隊
内
に
流
布
し
た
る
「
ソ
イ
プ
ル
・
バ
ロ
ル
」
誌
に
合
流
し
た
も

の
に
、
ア
ペ
・
ガ
ル
ニ
ヱ
の
下
に
在
る
奮
等
々
會
的
小
團
騰
、
「
ユ
ニ
オ
ン
・
ナ
シ
ォ
ナ
ル
」
の
登
行
し
た
る
「
佛
蘭
西
入

民
」
独
融
が
あ
る
（
三
四
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
（
其
二
）
は
法
皇
レ
オ
十
三
世
の
証
會
問
題
に
封
ず
る
態
度
、
及
び
之
に
際
し
て
登
表
さ
れ
た
る
思
想
の
影
響
で
あ
る
。



實
に
法
皇
は
は
総
代
の
指
導
的
人
格
で
、
確
固
π
る
信
念
と
明
晰
な
る
思
考
と
を
、
最
も
巧
妙
に
威
逸
し
た
人
で
あ
っ

た
。
私
は
嘗
て
「
史
淵
」
誌
上
に
、
濁
逸
文
化
俸
給
に
際
し
て
の
法
皇
の
指
導
が
．
ゼ
ス
マ
ル
ク
政
策
を
顔
色
な
か
ら
し

め
た
事
を
説
い
淀
が
、
鑑
識
の
野
寄
西
に
於
け
る
善
敏
的
証
會
哲
學
思
想
も
、
僧
職
激
會
の
肚
會
事
業
も
、
多
く
は
法

皇
の
指
導
に
導
か
れ
π
も
の
で
、
セ
ル
ク
ル
・
デ
チ
ウ
ド
の
研
究
討
議
の
外
弁
は
、
多
く
は
法
皇
薄
書
の
内
容
で
あ
る
。

ラ
コ
ル
デ
エ
ル
の
所
謂
「
勢
働
は
人
間
的
活
動
と
他
物
に
あ
ら
す
」
は
、
恒
に
法
皇
の
胸
中
に
在
る
言
で
、
三
民
の
分
配

の
良
否
は
則
ち
就
會
秩
序
の
善
悪
、
趾
會
の
幸
不
幸
な
り
と
信
じ
、
幾
多
胤
會
問
題
の
麗
麗
は
、
彼
の
心
を
動
か
す
こ

と
甚
し
く
、
先
づ
自
か
ら
進
ん
で
こ
の
困
難
を
解
決
し
、
以
で
清
明
な
る
帥
の
意
に
從
っ
て
の
胤
會
を
開
か
む
と
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

み
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仰

　
法
皇
は
一
入
入
入
年
入
塾
、
合
衆
國
に
於
け
る
「
ナ
ィ
ツ
・
オ
ブ
・
レ
ー
バ
ァ
」
の
事
業
を
、
自
由
寛
容
す
る
こ
と
を
宣

言
し
た
外
、
之
に
類
し
て
、
或
は
ウ
エ
ス
ミ
ン
ス
タ
ア
僑
正
マ
ニ
ン
グ
の
、
ロ
ン
ド
ン
船
渠
勢
働
孚
議
仲
裁
を
祝
輻
し
、

或
は
ウ
イ
ン
の
フ
ォ
ゲ
ル
ザ
ン
ク
の
祝
賀
會
の
喜
悦
の
意
を
邊
り
、
或
は
多
数
の
勢
働
者
代
表
を
ヴ
ァ
チ
カ
ン
宮
に
引

見
す
る
等
々
を
行
ひ
（
註
五
）
、
既
に
一
入
七
入
年
磁
位
長
年
に
於
て
、
「
近
代
魁
會
の
過
誤
に
慨
す
る
尊
書
」
を
登
し
て
、

基
督
激
と
魁
會
改
造
と
の
關
係
を
説
き
た
る
を
は
じ
め
、
　
一
八
入
四
年
奏
書
、
　
一
入
九
二
年
敏
書
に
於
て
も
、
僑
職
に

肚
會
問
題
に
点
て
敷
示
し
、
一
入
九
一
年
に
は
「
勢
働
者
の
愚
輩
に
解
す
る
毅
書
」
を
登
し
、
一
八
九
入
年
賀
書
に
民
主

主
義
と
信
敷
と
の
關
係
を
激
示
し
、
一
九
〇
一
年
索
書
に
民
主
主
義
の
解
繹
を
説
い
て
居
る
。
斯
く
の
如
き
は
〃
プ
レ
エ

　
　
　
　
青
年
結
敵
塁
に
シ
ヨ
ン
愈
起
原
の
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
二
號
　
　
三
二
一



　
　
　
　
甑
期
年
結
晶
職
族
理
に
シ
ヨ
ン
愈
M
誕
一
原
の
…
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶯
ザ
十
・
八
巻
　
位
が
二
野
｝
　
　
一
躍
ニ
ニ

の
「
レ
ク
オ
川
ム
・
ソ
シ
ア
ル
」
派
、
又
は
ド
・
ト
ウ
ル
ヴ
イ
ル
の
「
シ
ァ
ン
ス
・
ソ
シ
ア
ル
」
涙
め
振
動
に
影
響
し
鳶
同
時

に
彼
等
の
肚
會
哲
學
思
想
の
門
下
に
、
多
く
の
影
響
を
與
へ
た
る
事
、
亦
言
ふ
を
須
ひ
す
。
果
し
て
一
入
九
二
年
八
月

の
法
皇
漱
書
「
不
安
の
環
境
に
在
り
て
」
は
、
最
奮
の
セ
ル
ク
ル
と
考
へ
ら
る
、
「
セ
ル
ク
ぞ
デ
ユ
・
ソ
ユ
ク
ず
ン
ブ
ウ

ル
」
に
於
て
、
ア
ベ
・
イ
ぞ
フ
ン
が
之
を
敷
嬉
し
て
演
説
す
る
威
と
な
り
、
紗
か
ら
ざ
る
域
激
を
青
年
等
に
與
ふ
る
庭
と

な
っ
た
Q

　
從
來
の
勢
働
組
合
に
類
す
る
團
禮
の
中
に
在
り
て
も
、
亦
純
然
た
る
研
究
を
主
と
す
る
ア
ン
ス
ラ
ィ
テ
ユ
シ
オ
ン
・
カ

ト
リ
ヅ
ク
の
中
に
あ
り
て
も
、
青
年
の
間
に
は
法
皇
教
示
に
準
ず
る
躍
層
を
創
む
る
氣
運
が
濃
く
な
つ
だ
〇
一
入
九
四

年
ボ
ウ
ル
・
ル
ノ
ォ
ダ
ン
の
創
刊
せ
る
「
シ
ョ
ン
」
誌
は
、
將
來
一
入
九
九
年
に
シ
ヨ
ン
會
の
機
關
誌
と
な
っ
た
が
、
其

の
第
剛
號
は
全
く
「
勢
働
者
の
状
態
に
開
す
る
敢
書
」
に
由
る
、
極
め
て
不
明
瞭
な
が
ら
も
其
の
主
張
で
あ
っ
た
Q
其
他

前
述
の
ガ
ル
ニ
ヱ
の
「
佛
蘭
西
人
民
」
誌
の
融
点
、
、
ソ
ヨ
ン
の
「
自
由
佛
蘭
西
」
誌
の
團
騰
、
又
マ
ソ
ウ
ス
・
ゴ
ナ
ン
の
「
ク

ロ
ニ
ツ
ク
・
ソ
シ
ア
ル
」
誌
の
團
膿
の
如
き
も
の
之
に
類
す
（
二
六
）
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
（
其
三
）
は
自
由
芝
敷
論
こ
と
に
フ
レ
デ
ソ
ツ
ク
・
オ
ナ
ナ
ム
の
所
論
の
傳
統
の
、
存
在
で
あ
る
。
彼
は
、
要
す
る
に

そ
の
思
想
に
於
て
樹
古
主
義
的
で
あ
り
、
且
民
主
主
義
的
で
あ
る
も
の
で
、
一
面
に
於
て
「
爾
古
霊
義
則
國
家
主
義
」
の
一

派
の
思
想
は
、
こ
、
に
源
流
を
有
す
る
と
同
時
に
、
叉
「
門
戸
的
民
主
圭
義
」
と
塾
せ
ら
る
、
も
の
の
多
く
が
、
こ
、
、
に

（！36）



出
登
す
る
。
彼
は
其
の
コ
ン
フ
エ
ラ
ン
ス
に
於
て
、
「
奮
澱
の
眞
實
を
、
歴
吏
雲
斗
激
的
並
に
道
徳
信
仰
の
害
代
に
於

て
、
罷
工
す
る
」
と
と
も
に
、
不
敏
と
肚
會
改
造
の
不
可
離
の
關
係
を
指
．
示
し
、
そ
の
死
一
入
五
三
年
に
於
て
は
、
三

〇
年
代
奮
数
復
興
の
亜
流
ネ
ォ
ヵ
ト
ソ
ッ
ク
と
は
、
別
途
の
後
縫
者
を
多
く
作
っ
て
居
た
（
註
七
）
。
一
入
五
二
年
ソ
ル
ボ

ン
ヌ
倫
理
學
の
携
二
者
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
グ
ラ
ト
リ
イ
の
如
き
、
そ
の
以
前
に
巴
里
ス
タ
ニ
ス
高
等
校
、
則
ち
シ
ヨ
ン

會
誕
生
地
の
主
宰
で
あ
る
。
グ
ラ
ト
ソ
ィ
は
生
徒
に
二
っ
て
曰
く
、
「
汝
等
は
世
を
救
ひ
改
む
る
紳
聖
な
る
義
務
を
有
す

汝
等
は
世
上
百
般
の
事
物
の
野
壷
に
責
務
を
有
す
」
と
。
彼
の
一
入
七
六
年
著
「
冠
會
的
革
新
の
根
元
論
」
は
、
理
論
圭

義
、
暴
露
主
義
に
反
冠
し
、
淋
の
啓
示
に
導
か
れ
て
叢
書
的
完
成
の
魁
會
を
作
る
を
説
き
、
人
々
の
道
義
的
自
費
が
魔

會
組
織
革
新
の
中
心
た
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
（
謎
入
）
。

　
一
入
八
一
年
越
人
溢
の
基
本
的
規
準
」
を
公
に
せ
る
フ
レ
デ
ジ
ク
・
ル
プ
レ
エ
も
、
亦
黒
星
蓮
徳
の
進
歩
を
以
て
、
肚

會
旛
利
の
根
元
な
り
と
考
へ
、
而
し
て
こ
の
進
歩
は
等
し
く
紳
の
啓
示
に
導
か
る
、
に
在
り
と
考
へ
る
。
彼
は
艦
會
制

度
の
必
須
條
件
は
、
家
族
と
宗
激
と
資
産
と
救
濟
と
に
在
り
と
し
、
新
し
き
就
會
組
織
は
笹
緑
と
傳
統
の
墾
革
に
存
せ

す
し
て
、
そ
の
改
善
則
ち
道
徳
の
向
上
、
責
務
の
自
畳
、
要
は
個
人
の
改
革
に
存
す
Q
魚
類
の
進
歩
は
遣
義
人
倫
に
係

り
、
家
族
は
高
き
杜
會
的
使
命
を
盤
す
べ
く
、
個
入
は
相
互
の
愛
の
み
な
ら
す
、
正
義
の
就
會
的
義
務
を
行
ふ
べ
し
と

敷
へ
て
居
る
（
註
九
）
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
外
に
、
オ
ウ
ギ
ユ
ス
タ
ン
・
コ
シ
ヤ
ン
、
ア
ル
ベ
エ
ル
・
ド
・
マ
ン
、
ボ
ウ
ル
・
リ

ボ
等
々
の
青
年
の
將
來
に
謝
す
る
考
慮
．
殊
に
奮
烏
鷺
會
は
民
主
主
義
を
祝
書
し
、
且
墓
督
の
前
に
凡
て
の
人
は
、
亭

　
　
　
　
青
年
結
軸
壁
に
シ
ヨ
ン
愈
起
原
の
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
燈
台
　
第
こ
號
　
　
三
二
三

（　137　）



　
　
　
　
青
飴
†
結
…
准
轟
然
に
．
シ
ヨ
ン
愈
珊
紀
㌃
振
の
鱒
隅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
｛
壱
　
筑
甜
ご
静
酬
　
　
一
二
二
四

等
友
愛
自
由
に
し
て
、
民
主
主
義
は
こ
の
原
則
に
、
そ
の
花
を
開
く
と
激
へ
た
る
ア
ペ
・
イ
〃
ラ
ン
の
「
嵩
置
と
世
紀
」

の
著
作
の
如
き
、
総
て
こ
れ
青
年
に
饗
す
る
將
來
の
期
待
、
ネ
ァ
ニ
ォ
ス
コ
ピ
ィ
の
表
現
に
し
て
、
以
て
シ
ヨ
ン
會
の

如
き
が
生
れ
來
れ
る
環
境
を
作
っ
た
の
で
あ
る
（
註
一
〇
）
。

　
「
帥
の
畦
に
重
な
る
牧
穫
」
を
志
し
て
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
稜
よ
リ
セ
ル
ク
ル
を
生
じ
、
コ
ン
フ
エ
ラ
ン
ス
・
ド
・
ラ
・
ク
ソ

プ
ト
と
蒋
す
る
も
の
行
は
れ
、
　
一
八
九
九
年
に
至
っ
て
ル
ノ
ォ
ダ
ン
の
「
シ
ヨ
ン
」
誌
を
併
せ
、
　
一
九
〇
五
年
A
C
J
F

組
織
せ
ら
る
、
に
至
り
て
、
殊
に
そ
の
運
動
を
盛
に
し
た
。
「
脚
と
租
國
し
誌
第
一
號
は
、
ず
ン
グ
ニ
ヱ
と
ル
ノ
オ
ダ
ン

と
の
共
同
に
て
、
　
一
八
八
五
年
に
登
刊
さ
れ
た
る
も
の
と
私
は
考
へ
る
。
サ
ン
グ
ニ
ヱ
は
曰
く
、
「
萬
能
の
カ
は
吾
等
の

上
に
位
せ
り
、
こ
れ
ク
フ
ス
ト
な
ヶ
」
と
。
叉
曰
く
＝
般
瀟
利
の
最
高
最
大
な
る
表
現
ク
フ
ス
ト
」
と
。
而
し
て
そ
の

意
に
由
る
民
主
主
義
的
証
會
は
、
國
民
の
中
に
原
動
的
即
興
に
歯
り
て
保
持
さ
る
厚
し
と
彼
が
考
へ
た
事
は
、
既
述
の

如
く
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
（
其
四
）
は
國
家
蚕
義
思
想
の
勃
興
に
撃
つ
π
事
で
め
る
。
こ
の
事
に
就
て
は
私
に
と
り
て
、
猶
多
く
の
研
究
を
要
す

る
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
　
一
八
九
二
年
の
「
ユ
ニ
オ
ン
・
プ
ウ
ル
ニ
グ
ク
シ
オ
ン
・
モ
ラ
ル
」
組
織
の
氣
運
が
、
理
智
の

風
靡
に
反
謝
し
て
情
意
を
明
か
に
し
、
以
て
現
在
肚
會
の
弊
害
を
認
め
ら
る
、
も
の
を
、
樹
右
的
傳
統
の
回
想
に
由
り

て
矯
正
せ
ん
と
志
し
た
り
し
事
が
、
九
〇
年
代
に
於
け
る
國
家
ま
義
酌
思
潮
の
勃
興
に
、
興
り
て
カ
あ
り
し
事
を
知
ざ
入
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は
、
是
の
「
ユ
ニ
オ
ン
」
と
シ
ヨ
ン
會
と
の
關
係
に
就
い
て
、
ア
ソ
ヱ
の
著
書
に
記
す
慮
を
見
る
時
に
は
、
シ
ヨ
ン
會
起

源
更
に
一
般
青
年
結
証
の
起
源
と
、
墨
家
主
義
思
想
と
の
關
係
を
窺
知
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
ア
ソ
ヱ
の
記
す
と
こ

ろ
を
見
る
に
、
「
ユ
ニ
オ
ン
」
の
創
立
者
π
る
デ
ジ
ヤ
ル
ダ
ソ
の
如
き
は
、
ラ
・
ク
ソ
プ
ト
の
言
論
に
興
昧
を
有
し
、
且

つ
之
に
記
し
て
論
議
す
る
と
こ
ろ
の
人
の
中
に
在
っ
た
。
一
九
〇
一
年
ヨ
月
の
「
ぞ
シ
ョ
ン
」
誌
に
は
、
デ
ジ
ヤ
ル
ダ

ン
は
既
に
古
き
シ
ヨ
ン
の
友
人
で
あ
っ
π
と
記
し
て
あ
る
（
二
二
）
。
か
の
ル
ノ
ォ
ダ
ソ
と
テ
ン
グ
ニ
ヱ
と
の
初
期
の
合

作
の
雑
誌
が
、
「
紳
と
組
國
」
と
構
し
π
事
は
、
既
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
こ
の
事
は
既
述
の
濁
酒
青
年
冠
會
主
義
者

會
の
登
展
の
一
楷
段
に
、
ル
ー
ル
事
件
の
興
奮
あ
り
し
事
を
も
想
起
せ
し
む
。

　
だ
と
へ
そ
の
政
治
上
の
野
禽
を
異
に
す
る
と
は
謂
へ
、
モ
ウ
ジ
ス
・
パ
レ
ス
と
シ
ャ
ー
卿
・
モ
ウ
ラ
ス
と
が
、
等
し

く
佛
蘭
西
の
傳
統
を
、
隠
家
圭
義
の
上
に
主
張
す
る
こ
と
は
．
と
も
に
省
古
異
義
或
は
傳
統
主
義
に
し
て
、
こ
の
主
張

は
「
ユ
ニ
オ
ン
」
の
街
右
的
逆
数
的
な
る
も
の
と
、
密
接
な
る
甲
冑
に
存
し
、
叉
バ
ン
ス
が
そ
の
根
糠
を
置
き
、
一
輔
し

て
モ
ウ
ラ
ス
の
思
想
を
多
量
に
有
す
る
に
至
り
た
る
、
「
ア
タ
シ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ィ
ズ
」
一
派
に
も
、
誓
敷
的
思
想
の

深
く
且
妙
な
る
も
の
を
見
る
事
は
、
こ
れ
ら
の
國
家
主
義
思
想
の
勃
興
は
、
則
ち
蕾
敢
的
思
想
の
勃
興
に
傍
ら
す
る
こ

と
を
知
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
是
場
合
吾
々
は
、
尚
古
主
義
に
し
て
同
時
に
漁
業
主
義
な
り
と
、
臼
ら
言
へ
る
フ
エ

ル
ヂ
ナ
ン
・
プ
ソ
ユ
ヌ
チ
ヱ
を
考
へ
、
更
に
反
猶
太
思
想
と
有
家
圭
義
と
の
關
係
を
考
へ
、
殊
に
パ
レ
ス
が
民
主
主
義

を
以
て
、
「
將
來
の
最
大
な
る
側
二
者
」
と
形
容
せ
る
事
を
考
へ
る
（
註
一
ご
）
Q
こ
れ
ら
の
複
雑
な
る
縁
引
は
、
之
を
既
述

　
　
　
　
青
年
結
晶
妹
に
シ
ヨ
ン
會
起
原
の
説
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
ご
號
　
　
三
ご
五
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青
年
結
証
殊
に
シ
ヨ
ン
會
記
一
原
の
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
ず
丁
入
巷
　

第
二
號
　
　
　
三
二
轟
ハ

の
（
其
一
）
の
條
件
に
照
し
、
（
其
三
）
の
條
件
を
塗
照
し
て
、
母
家
主
義
の
勃
興
が
必
ず
や
シ
ヨ
ソ
會
起
源
に
閥
す
る
と

こ
ろ
、
多
大
な
る
べ
き
を
思
は
し
む
る
に
充
分
で
あ
る
。

　
近
代
佛
蘭
西
の
國
家
主
義
の
内
容
が
、
複
雑
に
し
て
、
殊
に
所
謂
コ
一
つ
の
佛
蘭
西
」
、
則
ち
薔
激
腰
膝
蘭
西
と
世
俗

的
佛
昴
蘭
西
と
を
粂
ね
併
す
る
こ
と
は
、
興
味
あ
る
現
象
で
あ
る
が
、
シ
ヨ
ン
會
も
亦
こ
の
瓢
に
撃
て
、
そ
の
起
源
が
観

察
さ
れ
る
。
こ
、
に
其
の
思
想
的
矛
盾
も
、
更
に
又
そ
の
思
想
的
渾
一
も
槻
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
私
は
象
り
に
、
前

紀
ア
フ
エ
著
前
記
書
月
一
〇
三
の
、
一
節
を
引
用
し
て
説
明
に
代
へ
た
く
思
ふ
。
日
く
、
「
シ
ヨ
ン
誕
生
は
】
入
九
四
年

な
）
。
さ
れ
ど
も
一
八
九
三
年
、
法
皇
回
書
書
「
勢
働
耽
態
に
書
す
る
」
も
の
及
び
「
佛
蘭
人
へ
の
書
芸
」
の
際
、
就
會
奮

漱
蓮
動
及
び
ネ
ォ
墓
愈
愈
運
動
の
結
果
生
じ
た
る
、
覇
援
の
中
に
抱
懐
さ
れ
た
る
も
の
な
レ
。
當
時
青
年
等
は
、
そ
の

幼
年
時
代
に
、
宗
激
家
等
が
追
放
さ
れ
、
そ
の
學
稜
が
閉
鎖
さ
る
、
を
見
た
り
。
彼
等
は
こ
の
二
化
に
よ
り
、
奮
澱
徒

間
の
没
落
の
徴
に
い
た
く
心
を
動
か
さ
れ
ざ
る
を
得
ざ
り
き
。
懸
去
の
決
定
的
忘
却
と
、
彼
等
の
希
望
と
は
、
肚
會
の

樂
窺
的
風
潮
に
よ
り
支
配
さ
れ
つ
、
、
す
べ
て
將
來
に
向
ふ
。
而
し
て
大
な
る
心
念
事
は
宗
敏
々
會
と
世
紀
と
を
調
和

せ
し
む
る
事
な
り
き
。
葉
蘭
西
大
鷺
に
属
し
國
家
に
依
る
所
な
れ
ど
も
、
薔
激
生
徒
と
共
に
宗
澱
指
導
に
服
す
る
所
の
、

ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
高
等
綾
則
ち
僧
職
と
大
漁
制
度
と
の
合
す
る
所
は
、
論
文
佛
蘭
西
を
分
ち
し
二
忘
恩
の
間
の
、
融
合
の

傾
向
が
作
ら
る
、
機
縁
の
生
す
る
場
所
と
な
れ
）
。
シ
ヨ
ン
會
の
生
じ
π
る
は
こ
の
所
な
り
云
々
」
と
。
（
絡
）

　
註
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